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東北地方太平洋沖地震によって活動が誘発された断層の調査
Investigation of fault activity was induced by Tohoku district Pacific offing earthquake
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福島県浜通りの地震（2011年 4月 11日, M7.0）により,福島県いわき市に地表地震断層が出現した。地表地震断層は,
震源域を中心にほぼ北西-南東方向に 1条と南北方向に１条確認されている。
北西-南東方向の地表地震断層は,その北西部の約 9kmの区間は,いわき市常磐藤原町から遠野町入遠野にわたり活断層

である湯ノ岳断層（活断層研究会, 1991;中田・今泉編, 2002）に一致あるいは並行に,その南東部の約 6kmの区間は,活
断層の記載はないものの既存の地質断層である湯ノ岳断層および藤原断層（須貝ほか, 1957;加納ほか, 1973）に沿って確
認されている。一方のほぼ南北に出現した地表地震断層は,その南部の約 6kmの区間は,田人町黒田斉道から田人町旅人
にわたり活断層である井戸沢断層（活断層研究会, 1991;中田・今泉編, 2002）沿い,北部の約 8kmの区間は,いわき市田
人町石住から田人町黒田斉道にわたり活断層の記載は無いものの,加納ほか（1973）の向斜軸に沿って確認された。
これらの地表地震断層の変位センスは，正断層型と言われており，このような井戸沢断層などの過去の「正断層とし

ての」活動履歴は，日本海溝沿いの巨大地震のレコーダーとして機能している可能性がある。そこで，本調査では，井
戸沢断層および湯ノ岳断層の特徴，活動履歴の調査を実施し，内陸活断層と巨大地震の活動の関連性についての検討を
行うための情報を収集した。以下，調査内容とその概要をし，発表当日では，それらのうちいくつかの詳細を報告する。

【井戸沢断層】
掛橋地点：ピット掘削調査，ボーリング調査
低下側で細粒の堆積物が厚く，基盤岩が深いことを確認した。
塩ノ平地点：ボーリング調査
　低下側で堆積物が厚く，基盤岩が深いことを確認した。
石住地点：ピット調査
　低下側で堆積物が厚く，礫層中に不整合を確認した。

【湯ノ岳断層】
常磐藤原地点：トレンチ調査，露頭観察
トレンチ壁面観察及び水路復旧工事法面観察から，低下側（支流の上流側）に細粒堆積物が厚いことを確認した。
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